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1. 2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 1,462 13.0 △67 ― △58 ― △38 ―

2020年3月期第2四半期 1,293 △4.4 △92 ― △96 ― △101 ―

（注）包括利益 2021年3月期第2四半期　　△40百万円 （―％） 2020年3月期第2四半期　　△105百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第2四半期 △5.44 ―

2020年3月期第2四半期 △14.68 ―

(注)2020年３月期第２四半期及び2021年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在するものの、

　　 １株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期第2四半期 615 △327 △53.5 △46.56

2020年3月期 755 △286 △38.1 △40.78

（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 329百万円 2020年3月期 288百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2021年3月期 ― 0.00

2021年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Q 7,066,521 株 2020年3月期 7,066,521 株

② 期末自己株式数 2021年3月期2Q 1,779 株 2020年3月期 1,779 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Q 7,066,521 株 2020年3月期2Q 7,066,521 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

当決算短信に記載されているデータや将来予測は、本決算短信の発表日現在において入手可能な情報に基づくもので、様々な要因により影響を受けることが

ありますので、実際の業績は見通しから大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高1,462百万円（前年同四半期比13.0％

増）、営業損失67百万円（前年同四半期は営業損失92百万円）、経常損失58百万円（前年同四半期は経常損失96百

万円）、子会社株式売却益20百万円の計上があったことから親会社株主に帰属する四半期純損失38百万円（前年同

四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失101百万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 飲料事業

主力の麦茶は、梅雨明けが遅れたことから立ち上がりが悪かったことに加え、暑い日が続かなかったことから

減収となりました。またごぼう茶は、競争環境の激化に伴う取扱い店舗の減少が続いております。杜仲茶はテレ

ビの健康番組で取り上げられた影響から大幅な増収となりましたが、そもそものボリュームが小さく、事業全体

を押し上げるには至りませんでした。

以上の結果、飲料事業合計では売上高93百万円（前年同四半期比0.8％減）となりました。

損益面では、工場稼働率の低下が続いたことから、飲料事業合計では、営業利益０百万円（前年同四半期比

43.7％減）となりました。

② 珍味事業

ビーフジャーキーは、自社ブランド商品について前年に行った増量キャンペーンを本年は行わなかった反動か

らた減収となったことに加え、ＯＥＭ商品も減収となりましたが、中国生産子会社における副産物の売上計上が

あり、珍味事業合計では売上高92百万円（前年同四半期比0.6％減）となりました。

損益面では、工場稼働率低下による採算の悪い状況が続き、珍味事業合計では、営業損失７百万円（前年同四

半期は営業損失７百万円）となりました。

③ インターネット通信販売事業

採算の良い商品への選択・登録方法の切替えや、新型コロナウイルス感染拡大に伴うインターネット通信販売

利用の拡大が続いた影響を受けて、インターネット通信販売事業は売上高1,265百万円（前年同四半期比33.3％

増）と増収が続いております。

損益面においては、前連結会計年度においてのれん等の減損を行ったことから償却費負担が軽減されたものの、

注文増に伴って出荷作業の外注が増加して採算が悪化したことから営業利益は第１四半期連結累計期間より減少

し、営業利益11百万円（前年同四半期は営業損失40百万円）となりました。

④ 外食店舗事業

当社グループは当第２四半期連結累計期間において、外食店舗事業から撤退したため、当第２四半期会計期間

に損益は生じておりませんが、第１四半期会計期間に生じた売上高9百万円（前年同四半期比94.0％減）、営業損

失28百万円（前年同四半期は営業損失4百万円）が計上されております。

⑤ その他

業務用ナルトは増収が続いたものの、だしのもとは減収が続き、売上高１百万円（前年同四半期比17.6％増）、

営業利益０百万円（前年同四半期は営業損失０百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、主に親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により、総資

産は615百万円（前連結会計年度末は755百万円）、負債は943百万円（前連結会計年度末は1,042百万円）、純資産

は債務超過327百万円（前連結会計年度末は債務超過286百万円）、自己資本比率は△53.5％（前連結会計年度末は

△38.1％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年３月期（2020年４月１日～2021年３月31日）通期の業績予想は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を

受けて、適正かつ合理的に算定することが困難であることを理由に「未定」としております。

最も大きな影響を受ける外食店舗事業については、2020年７月30日付当社「当社連結子会社の株式譲渡、外食店

舗の閉店、外食店舗事業からの撤退 および 特別損益の計上 に関するお知らせ」に記載の通り、撤退を決議してお

り、将来の業績に与える影響は限定的なものとなっておりますが、他の事業につきましても、以下の様な状況にあ

ります。

飲料事業及び珍味事業は、いわゆる巣ごもり消費に伴う供給増が見られる一方、反動減も見られるなど先行き不

透明な状況が続いている一方、外食店舗等向けの業務用商材は明確に減収となっており、感染の再拡大傾向が見ら

れる中、影響が更に拡大する懸念があります。インターネット通信販売事業は巣ごもり消費による増収効果があっ

た一方で、現状の状況がどの程度続くか見通せない中、感染の再拡大が仕入や出荷に係る物流への影響を与えるこ

とが懸念され、先行きの見通し難い状況が続いております。

当社としましては今後、業績予想の開示が可能になった時点で速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 187,625 89,695

受取手形及び売掛金 165,128 173,979

商品及び製品 173,746 165,587

原材料及び貯蔵品 25,096 44,535

その他 40,625 29,906

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 592,217 503,700

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 69 0

機械装置及び運搬具（純額） 0 0

土地 0 0

その他（純額） 56 0

有形固定資産合計 125 0

無形固定資産

のれん 34,056 -

その他 0 0

無形固定資産合計 34,056 0

投資その他の資産

投資有価証券 86,911 82,699

その他 30,137 19,270

投資その他の資産合計 117,048 101,969

固定資産合計 151,231 101,969

繰延資産 12,366 9,618

資産合計 755,815 615,288
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 149,524 178,004

未払金 35,336 18,226

短期借入金 32,000 37,000

1年内返済予定の長期借入金 250,179 228,126

リース債務 1,482 1,508

未払法人税等 3,027 2,857

賞与引当金 3,914 3,707

その他 38,312 36,473

流動負債合計 513,779 505,906

固定負債

長期借入金 517,333 427,959

リース債務 5,476 4,716

その他 6,106 4,470

固定負債合計 528,916 437,145

負債合計 1,042,695 943,052

純資産の部

株主資本

資本金 591,165 591,165

資本剰余金 344,459 344,459

利益剰余金 △1,216,967 △1,255,423

自己株式 △782 △782

株主資本合計 △282,125 △320,581

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △24,624 △28,836

為替換算調整勘定 18,605 20,390

その他の包括利益累計額合計 △6,018 △8,445

新株予約権 1,264 1,264

純資産合計 △286,880 △327,763

負債純資産合計 755,815 615,288
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 1,293,782 1,462,102

売上原価 837,390 968,338

売上総利益 456,391 493,763

販売費及び一般管理費 548,789 561,226

営業損失（△） △92,398 △67,462

営業外収益

受取利息 5 9

受取配当金 1,662 1,523

補助金収入 - 13,072

雑収入 3,673 4,240

営業外収益合計 5,340 18,846

営業外費用

支払利息 5,264 4,690

為替差損 0 19

株式交付費償却 3,924 2,748

雑損失 183 2,401

営業外費用合計 9,372 9,860

経常損失（△） △96,429 △58,475

特別利益

子会社株式売却益 - 20,881

特別利益合計 - 20,881

特別損失

固定資産売却損 4,179 -

特別損失合計 4,179 -

税金等調整前四半期純損失（△） △100,609 △37,593

法人税、住民税及び事業税 865 862

法人税等合計 865 862

四半期純損失（△） △101,475 △38,455

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △101,475 △38,455
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純損失（△） △101,475 △38,455

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,979 △4,212

為替換算調整勘定 6,106 1,784

その他の包括利益合計 △3,872 △2,427

四半期包括利益 △105,347 △40,883

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △105,347 △40,883

非支配株主に係る四半期包括利益 － -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、前連結会計年度において債務超過となっていること、及び前連結会計年度まで７期連続して親会

社株主に帰属する当期純損失を計上していること、また当第２四半期においてもこれらの状況が改善されていないこ

とから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

当社グループとしては、当該状況を早期に改善・解消すべく対処を行っております。

債務超過につきましては、当連結会計年度末までに解消できない場合、当社が株式公開する東京証券取引所ジャス

ダック市場の基準に抵触し上場廃止となると承知しており、当社としても回避するべく施策を行っております。事業

収益の改善を行っていくことは勿論ですが、現時点ではそれをもって債務超過を解消することに至ることは相当に困

難であると考えており、資本状況の改善を行うことができるファイナンスの実行等について外部と検討、交渉してま

いります。

飲料事業においては、麦茶について大規模プロモーションに参加する等の販促策によりブランド露出を図ること、

主力商品の一翼に育ったごぼう茶の様に当社グループの生産設備とノウハウを活かした新商品を開発・投入すること、

既存の商材や製造設備や技術、販売先にこだわらない新商品の投入による販売チャネルの開発を行うこと等で飲料事

業全体の採算向上を図ってまいります。

珍味事業においては、ビーフジャーキーについて、中国国内市場向けの販売開始や、商品規格の見直し、大幅なパ

ッケージリニューアルなどを行うことで、新規取扱先を開拓し拡販を図り工場稼働率を向上させることや、中国生産

子会社において原料牛肉調達方法を継続的に見直すことによりコストダウンを図る一方で、中国国内販売を開始する

ことにより事業採算の改善に努めております。

インターネット通信販売事業においては、取扱商品や設定価格、業務プロセス等について見直しを行い、事業採算

の改善に努めております。

また、これらの基本的施策に加え、介護関連事業や中国市場向け事業など採算性の見込める新事業への参入や他事

業者商品の取扱い、効果の見込める事業者との事業提携についての交渉を進め、関係者による支援などを実施するこ

とを引き続き検討してまいります。

しかし、これらの施策は実施途上であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を四半期連結財務諸表には反映しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2019年７月１日付で、SAMURAI&J PARTNERS株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結

果、当第２四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ24,960千円増加し、当第２四半期連結会

計期間末において資本金が591,165千円、資本剰余金が344,459千円となっております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

子会社株式の譲渡

(1) 株式譲渡の概要

① 譲渡先の名称

櫻井 寛

② 譲渡した子会社の名称及び事業内容

譲渡した子会社の名称

株式会社エムアンドオペレーション

事業内容

外食店舗の運営等

③ 株式譲渡を行った主な理由

当社は、事業多角化及び外食店舗事業の強化等を目的として外食店舗の運営等を行う株式会社エムアンドオペ

レーションを子会社化いたしましたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けて同社の経営成績が急速に

悪化し、子会社として保有を続けることが困難かつ大きなリスク要因となることから、当社が保有する同社株式

全てを売却し、非子会社化することといたしました。

④ 株式譲渡日

2020年７月31日

⑤ 法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

受取対価を現金とする事業譲渡

(2) 実施した会計処理の概要

① 譲渡した子会社に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 59,002千円

固定資産 10,250 〃

資産合計 69,253千円

流動負債 15,876千円

固定負債 99,670 〃

負債合計 115,546千円

② 会計処理

当該譲渡株式の売却価額と連結上の帳簿価額との差額から株式譲渡に係る費用を控除した金額(20,881千円)を

「子会社株式売却益」として特別利益に計上しております。

(3) 譲渡した子会社が含まれていた報告セグメント

外食店舗事業

(4) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

累計期間

売上高 9,353千円

営業損失 △28,034 〃
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度において債務超過となっていること、及び前連結会計年度まで７期連続して

親会社株主に帰属する当期純損失を計上していること、また当第２四半期においてもこれらの状況が改善されて

いないことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

当社グループとしては、当該状況を早期に改善・解消すべく対処を行っております。

債務超過につきましては、当連結会計年度末までに解消できない場合、当社が株式公開する東京証券取引所ジ

ャスダック市場の基準に抵触し上場廃止となると承知しており、当社としても回避するべく施策を行っておりま

す。事業収益の改善を行っていくことは勿論ですが、現時点ではそれをもって債務超過を解消することに至るこ

とは相当に困難であると考えており、資本状況の改善を行うことができるファイナンスの実行等について外部と

検討、交渉してまいります。

飲料事業においては、麦茶について大規模プロモーションに参加する等の販促策によりブランド露出を図るこ

と、主力商品の一翼に育ったごぼう茶の様に当社グループの生産設備とノウハウを活かした新商品を開発・投入

すること、既存の商材や製造設備や技術、販売先にこだわらない新商品の投入による販売チャネルの開発を行う

こと等で飲料事業全体の採算向上を図ってまいります。

珍味事業においては、ビーフジャーキーについて、中国国内市場向けの販売開始や、商品規格の見直し、大幅

なパッケージリニューアルなどを行うことで、新規取扱先を開拓し拡販を図り工場稼働率を向上させることや、

中国生産子会社において原料牛肉調達方法を継続的に見直すことによりコストダウンを図る一方で、中国国内販

売を開始することにより事業採算の改善に努めております。

インターネット通信販売事業においては、取扱商品や設定価格、業務プロセス等について見直しを行い、事業

採算の改善に努めております。

また、これらの基本的施策に加え、介護関連事業や中国市場向け事業など採算性の見込める新事業への参入や

他事業者商品の取扱い、効果の見込める事業者との事業提携についての交渉を進め、関係者による支援などを実

施することを引き続き検討してまいります。
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